
27 大学と学生 2010.10

特集・学生とマナー 
１
．
は
じ
め
に

金
沢
大
学
の
「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
は
、
二
〇
〇
六
年
度
の
大

幅
な
教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
に
よ
っ
て
登
場
し
た
全
学
必

修
の
導
入
科
目
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
初
よ
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て

「
ゴ
ミ
の
捨
て
方
を
大
学
で
教
え
る
」
点
が
強
調
さ
れ
た
た
め
、
学

内
外
に
学
生
に
「
マ
ナ
ー
教
育
」
を
行
う
科
目
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
実
態
は
そ
れ
だ
け
の
科
目
で
は
な
く
、
ま

た
「
マ
ナ
ー
教
育
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
を
相
当
に
検
討

し
て
授
業
が
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
の
概
要
を
説
明
し

た
う
え
で
、「
マ
ナ
ー
教
育
」
の
本
科
目
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
考

え
方
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

２
．「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
の
概
要

「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
は
、
金
沢
大
学
全
新
入
生
約
一
八
〇
〇

人
が
、
一
年
前
期
に
必
修
と
し
て
学
ぶ
一
単
位
の
オ
ム
ニ
バ
ス
講
義

で
あ
る
。
こ
れ
は
共
通
教
育
科
目
の
な
か
の
全
学
共
通
科
目
と
い
う

科
目
区
分
に
入
る
。
全
学
共
通
科
目
と
は
、「
新
入
生
が
大
学
生
活

及
び
社
会
生
活
を
豊
か
に
充
実
し
た
も
の
と
す
る
う
え
で
必
要
な
学

習
技
術
や
態
度
・
知
識
・
情
報
処
理
能
力
等
を
修
得
す
る
た
め
の
授

業
科
目
群
」（『
共
通
教
育
科
目
担
当
教
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
』）
で
、
本

金
沢
大
学
「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
に
お
け
る

「
マ
ナ
ー
教
育
」

古
畑　

徹

（
金
沢
大
学　

教
授
）

●
事
例
●
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科
目
以
外
に
「
初
学
者
ゼ
ミ
」（
二
単
位
）、「
情
報
処
理
基
礎
」（
二

単
位
）
が
あ
る
。
金
沢
大
学
生
な
ら
必
ず
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
最

も
基
礎
的
な
こ
と
が
ら
を
扱
う
授
業
と
い
う
位
置
づ
け
の
た
め
、
す

べ
て
一
年
前
期
必
修
で
あ
る
。
要
す
る
に
導
入
教
育
の
科
目
群
な
の

だ
が
、
専
門
基
礎
的
要
素
を
含
む
「
情
報
処
理
基
礎
」
と
、
全
学
ベ

ー
シ
ッ
ク
と
い
う
点
を
重
視
す
る
「
大
学
・
社
会
生
活
論
」「
初
学

者
ゼ
ミ
」
と
を
区
分
す
る
た
め
、
後
者
は
さ
ら
に
「
導
入
科
目
」
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
く
く
ら
れ
て
い
る
。

「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
の
定
義
は
、「
新
入
生
が
、
大
学
生
活
・

社
会
生
活
に
必
要
な
知
識
・
問
題
意
識
・
イ
メ
ー
ジ
を
獲
得
し
、
大

学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
よ
く
理
解
し
て
、
自
ら
の
将
来
像
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
の
授
業
科
目
」（「
共
通
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
大
綱
」

二
〇
〇
五
・
三
・
一
八
金
沢
大
学
教
育
研
究
評
議
会
承
認
）
で
、
も
う

少
し
簡
単
な
言
い
方
を
す
る
と
「
新
入
生
が
高
校
ま
で
と
の
違
い
を

認
識
し
て
、
充
実
し
た
大
学
生
活
・
社
会
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
授
業
科
目
」（「『
大

学
・
社
会
生
活
論
』
授
業
担
当
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
」）
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
定
義
か
ら
す
る
と
、
レ
ク
チ
ャ
ー
す
べ
き
内
容
は
広
範
囲
に

及
ぶ
。
そ
れ
ゆ
え
に
オ
ム
ニ
バ
ス
で
あ
り
、「
大
学
に
お
け
る
学
習

法
」「
大
学
図
書
館
の
利
用
法
」「
大
学
の
使
命
・
学
類
の
使
命
」「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」「
薬
物
乱
用
問
題
」「
消
費
者
教
育
」「
大
人
の
交
通

マ
ナ
ー
」「
留
学
と
国
際
交
流
」「
地
域
貢
献
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
人

権
論
」「
健
康
論
」「
環
境
論
」「
就
職
・
進
学
論
」「
技
術
者
倫
理
」「
医

学
倫
理
」「
新
聞
か
ら
学
ぶ
」
な
ど
の
講
義
内
容
が
あ
る
。

こ
れ
ら
授
業
内
容
は
、
①
大
学
の
学
習
法
や
生
活
に
慣
れ
る
た
め

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
的
内
容
、
②
社
会
人
と
な
る
た
め
に
最
低
限
身
に
つ

け
て
お
く
べ
き
知
識
・
教
養
、
③
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
初
歩
、
に
分
類

さ
れ
る
。
導
入
教
育
と
い
う
と
①
に
目
が
い
き
が
ち
だ
が
、
本
科
目

は
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
①
に
②
③
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
単
に
学
生
に
ツ
ー
ル
や
知
識
を
与
え
る
の
で
な

く
、
彼
ら
の
問
題
意
識
を
刺
激
し
、
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
さ
せ

て
、
学
生
の
人
間
的
・
学
問
的
な
成
長
を
促
そ
う
と
し
て
お
り
、
一

種
の
自
立
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
え
る
。
こ
れ
を
学
生
に
自
覚
さ
せ

る
た
め
、
シ
ラ
バ
ス
の
「
学
生
の
学
習
目
標
」
は
、「
①
で
き
る
だ

け
早
く
大
学
に
慣
れ
、
大
学
生
ら
し
い
学
習
態
度
・
生
活
態
度
を
身

に
つ
け
る　

②
こ
れ
か
ら
の
人
権
・
共
生
の
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る

知
識
・
教
養
に
触
れ
、
そ
の
基
本
を
理
解
す
る　

③
留
学
・
就
職
・

進
学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
、

大
学
四
年
間
（
六
年
間
）
の
過
ご
し
方
や
そ
の
後
の
将
来
の
あ
り
方

を
自
ら
設
計
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

授
業
は
学
類
ご
と
に
運
営
さ
れ
、
一
学
類
一
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
各

学
類
は
、
そ
の
学
生
状
況
や
教
育
目
標
・
教
育
戦
略
に
基
づ
い
て
オ



29 大学と学生 2010.10

特集・学生とマナー 
ム
ニ
バ
ス
の
内
容
構
成
を
決
め
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
を
置
い
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
成
績
評
価
を
行
う
。
と
は
い
え
、
各
授

業
内
容
を
講
義
で
き
る
人
材
は
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
成
績
評
価
の

あ
り
方
も
バ
ラ
バ
ラ
で
は
よ
く
な
い
た
め
、
授
業
全
体
を
統
括
す
る

「
全
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
」
が
置
か
れ
、
全
体
の
調
整
作
業
を
行

う
。
こ
の
役
割
は
筆
者
が
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
な
授
業
内
容
に

は
世
話
人
が
置
か
れ
、
各
学
類
か
ら
提
出
の
オ
ム
ニ
バ
ス
構
成
原
案

を
「
全
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
」
が
調
整
し
た
も
の
を
受
け
取
り
、
い

つ
の
ど
の
ク
ラ
ス
に
誰
を
充
て
る
か
の
調
整
を
行
う
。

開
講
時
限
は
、
理
工
学
域
の
全
学
類
及
び
医
薬
保
健
学
域
の
医
学

類
以
外
が
月
曜
一
限
、
人
間
社
会
学
域
の
全
学
類
が
月
曜
二
限
、
医

学
類
が
火
曜
二
限
で
あ
る
。
ま
た
、
一
部
の
授
業
内
容
に
関
し
て
は

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
が
作
ら
れ
、
対
面
授
業
と
組
み
合
わ
せ

て
全
授
業
回
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
コ
ン
テ
ン
ツ
は
一
回
分
の
授

業
よ
り
短
い
た
め
、
三
分
の
二
回
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
多
く
の
学

類
で
は
六
程
度
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
採
用
し
、
そ
の
分
対
面
授
業
は
少

な
く
な
り
、
六
月
末
で
終
了
す
る
。
当
初
の
二
年
間
は
す
べ
て
対
面

授
業
で
行
っ
て
い
た
が
、
レ
ク
チ
ャ
ー
ば
か
り
で
学
生
が
後
半
に
だ

れ
、
授
業
担
当
者
の
負
担
も
大
き
か
っ
た
と
い
う
反
省
が
出
て
、

二
〇
〇
八
年
度
か
ら
こ
の
よ
う
な
ブ
レ
ン
デ
ッ
ド
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

形
に
切
り
替
え
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
テ
キ
ス
ト
『
知
的
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
す
す
め
』（
学
術
図
書
出
版
社
）
も
作
成
し
た
。

こ
れ
ら
の
工
夫
の
結
果
、
学
生
に
よ
る
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る

「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
へ
の
総
合
評
価
は
、
当
初
二
年
間
の
マ
イ

ナ
ス
評
価
三
分
の
二
か
ら
、
プ
ラ
ス
評
価
が
三
分
の
二
へ
と
大
き
く

変
化
し
た
。

成
績
評
価
は
合
格
・
不
可
の
二
段
階
型
。
あ
く
ま
で
ベ
ー
シ
ッ
ク

な
内
容
な
の
で
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
ー
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
で
評
価

す
べ
き
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
。
た
だ
、
合
格
の
ハ
ー
ド
ル
は
意
外

に
高
く
、
出
席
回
数
以
外
に
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
る
期
末
テ
ス
ト
の
合
格
、
指
定
さ
れ
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ン

ツ
確
認
テ
ス
ト
の
合
格
な
ど
が
課
さ
れ
て
い
る
。

３
．
学
生
の
「
社
会
的
責
任
」
と
い
う
考
え
方

以
上
が
「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
の
概
略
で
あ
る
が
、
実
は
「
マ

ナ
ー
教
育
」
に
該
当
す
る
部
分
は
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
よ
く
知

ら
れ
た
「
ゴ
ミ
の
出
し
方
」
は
「
環
境
論
」
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
か
ら
、「
環
境
論
」
と
「
大
人
の
交
通
マ
ナ
ー
」
だ
け
と
い

っ
て
も
よ
い
。
し
ば
し
ば
「
マ
ナ
ー
教
育
」
を
単
位
化
し
た
と
い
わ

れ
る
が
、
正
し
く
は
単
位
化
さ
れ
た
授
業
の
な
か
に
「
マ
ナ
ー
教

育
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
金
沢
大
学
で
は
「
マ
ナ
ー
教
育
」
と
い
う
発
想
を
採
ら
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な
い
。
前
節
の
「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
の
説
明
の
な
か
に
「
大
学

生
活
」
と
並
ん
で
「
社
会
生
活
」
と
い
う
言
葉
が
何
度
も
出
て
く
る

が
、
学
生
は
大
学
を
離
れ
れ
ば
普
通
に
社
会
生
活
を
お
く
る
存
在
で

あ
る
。
社
会
生
活
に
お
い
て
は
、
同
年
代
の
社
会
人
と
何
ら
区
別
さ

れ
る
べ
き
理
由
は
な
く
、
本
人
た
ち
が
ど
う
自
覚
し
て
い
よ
う
と
、

「
世
間
」
で
は
社
会
的
責
任
を
持
つ
一
八
歳
以
上
の
「
大
人
」
と
し

て
扱
わ
れ
る
。
し
か
し
、
受
験
校
に
は
将
来
の
社
会
的
責
任
を
教
育

す
る
と
い
う
視
点
は
乏
し
く
、
学
生
は
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
大
学
に

入
り
責
任
あ
る
社
会
生
活
を
お
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

我
々
は
、
こ
れ
が
、
学
生
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
原
因
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
学
生
に
社
会
的
責
任
を
自
覚
さ
せ
、

必
要
な
常
識
・
知
識
を
入
学
当
初
に
教
育
す
れ
ば
、
学
生
が
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
は
低
く
な
り
、
円
滑
に
大
学
生
活
を
お

く
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
導
入
教
育
の
一
つ
の
あ

り
方
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
の
も
と
に
、
学
生

が
社
会
的
責
任
を
果
た
す
上
で
必
要
な
内
容
が
こ
の
授
業
の
な
か
に

組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
授
業
名
が
大
学
生
活
と
社

会
生
活
を
並
列
化
し
た
「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
な
の
で
あ
る
。

「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
の
講
義
内
容
の
う
ち
、「
社
会
的
責
任
の

教
育
」
と
で
も
い
う
べ
き
部
分
に
該
当
す
る
の
は
、
先
掲
の
「
環
境

論
」「
大
人
の
交
通
マ
ナ
ー
」
以
外
に
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
薬
物

乱
用
問
題
」「
消
費
者
教
育
」、
さ
ら
に
は
「
健
康
論
」
の
な
か
の

「
た
ば
こ
の
害
」
の
部
分
な
ど
で
あ
る
。
一
定
の
量
を
占
め
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
一
環
と
し
て
「
マ
ナ
ー
教
育
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と

な
ら
ば
、
単
位
化
さ
れ
た
授
業
に
こ
の
よ
う
な
内
容
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
も
納
得
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
筆
者

と
し
て
は
、「
マ
ナ
ー
教
育
」
と
い
う
枠
組
は
好
ま
し
く
な
く
、
や

は
り
「
社
会
的
責
任
の
教
育
」
と
い
う
枠
組
で
教
育
の
在
り
方
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
が
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
た
の

は
、
そ
の
検
討
の
経
緯
が
関
係
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
度
以
前
の

教
養
教
育
に
は
導
入
科
目
は
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
度
に
始
ま
っ

た
教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
刷
新
の
議
論
で
は
、
大
学
生
活
に
う
ま

く
適
合
で
き
な
い
学
生
の
増
加
を
背
景
に
導
入
科
目
の
新
設
が
重
要

課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
多
く
の
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
新
入
生

向
け
ゼ
ミ
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
ズ
や
生
活
ガ

イ
ダ
ン
ス
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
例
が
少
な

く
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
ゼ
ミ
本
来
の
あ
り
方
を
将
来
も
維
持
し
よ

う
と
す
る
な
ら
、
ゼ
ミ
以
外
の
要
素
は
別
に
取
り
出
し
て
授
業
化
し

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
二
〇
〇
三
年
度

末
の
「
教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
刷
新
案
」
で
は
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
科

目
（
仮
称
「
大
学
・
社
会
生
活
論
」）」
と
い
う
形
で
レ
ク
チ
ャ
ー
系
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特集・学生とマナー 
の
新
導
入
科
目
の
提
案
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
的
な
も
の
を
授
業
化
す
る
こ
と
へ
は
反
対

も
少
な
く
な
く
、
特
に
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
抵
抗
感
が
強
か
っ

た
。
一
方
、
現
に
学
生
ト
ラ
ブ
ル
は
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
と

し
て
、
学
生
の
関
心
が
履
修
等
に
集
中
し
て
し
ま
う
入
学
時
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
の
注
意
喚
起
よ
り
、
一
年
前
期
に
単
位
化
さ
れ
た
授
業
の

な
か
で
学
習
さ
せ
る
方
が
有
効
と
い
う
主
張
も
説
得
力
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
授
業
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
へ
の
深
化
が
検
討
さ
れ
、
そ
こ

で
、
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
枠
組
を
や
め
、
学
生
に
「
社
会
生
活

者
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
」
教
育
と
い
う
と
ら
え
方
が
出
て
く
る
。

こ
の
変
化
に
加
え
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
初
歩
と
い
う
位
置
づ
け
の
明

確
化
、
金
沢
大
学
の
教
育
理
念
に
関
わ
る
環
境
・
人
権
・
健
康
な
ど

の
教
育
の
組
み
込
み
な
ど
が
あ
り
、
よ
り
内
容
が
深
化
し
た
「
大

学
・
社
会
生
活
論
」
が
二
〇
〇
四
年
度
末
の
「
教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
大
綱
」
に
登
場
し
、
全
学
の
了
解
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
社
会
生
活
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
」
を
、
学
生
向
け
に

言
い
な
お
し
た
の
が
学
生
の
「
社
会
的
責
任
」
で
あ
る
。
こ
の
表
現

は
シ
ラ
バ
ス
の
「
授
業
の
目
標
」
や
テ
キ
ス
ト
第
一
章
の
な
か
で
複

数
回
使
用
さ
れ
、
高
校
生
と
の
違
い
の
一
つ
に
「
社
会
的
責
任
」
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
何
度
と
な
く
学
生
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
学
生
に
は
一
定
の
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
か
ら
、
軽
く
と
ら
え
が
ち

な
「
マ
ナ
ー
」
よ
り
「
社
会
的
責
任
」
と
表
現
す
る
方
が
、
腑
に
落

ち
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

４
．
学
問
と
の
接
続

も
う
一
つ
、
学
生
の
プ
ラ
イ
ド
と
の
関
係
で
留
意
し
た
の
が
、

「
社
会
的
責
任
の
教
育
」
を
学
問
と
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
単
な
る
注
意
喚
起
で
は
、
高
校
ま
で
と
大
差
が
感
じ
ら
れ

ず
、
学
生
の
側
で
は
そ
う
し
た
教
育
を
甘
く
見
て
し
ま
い
が
ち
に
な

る
。
大
学
ら
し
い
授
業
に
す
る
に
は
、「
社
会
的
責
任
」
の
部
分
を

学
問
的
背
景
か
ら
説
明
し
、
ま
た
学
問
へ
の
導
入
と
し
て
使
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
具
体
例
を
「
環
境
論
」
で
見
て

み
た
い
。

「
環
境
論
」
の
授
業
内
容
は
、「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
立
ち
上
げ

時
に
、
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
や
工
学
部
等
の
授
業
担
当
予
定
教
員
と

の
数
回
の
検
討
会
で
具
体
化
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
学
生
の
ゴ
ミ
出

し
が
近
隣
の
地
域
社
会
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
生
活
排
水

の
問
題
も
小
さ
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
教
育
の
必
要
性
が

確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
部
分
だ
け
で
は
環
境
教

育
と
し
て
は
不
十
分
で
、
地
球
環
境
全
体
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
議
論
の
結
果
、
授
業

の
導
入
と
し
て
ゴ
ミ
出
し
や
排
水
処
理
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
最
初
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特集・学生とマナー 
に
流
し
、
導
入
と
し
て
使
い
、
つ
い
で
個
々
の
教
員
が
得
意
と
す
る

地
球
環
境
問
題
の
講
義
を
行
う
こ
と
を
基
本
的
な
授
業
ス
タ
イ
ル
に

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
二
年
間
の
実
施
で
、
一
回
九
〇
分
で
こ
れ
だ
け
の
内
容

を
行
う
の
に
は
無
理
が
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
り
、
二
〇
〇
八
年
度

に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
テ
キ
ス
ト
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
段
階

で
、
大
幅
な
授
業
内
容
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
①
「
環
境
問
題
の
基
礎
」
と
い
う
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ

（「
ゴ
ミ
の
出
し
方
」「
生
活
排
水
の
処
理
」「
金
沢
大
学
の
環
境
問
題

へ
の
取
組
」
の
三
部
構
成
）
の
導
入
、
②
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ン

ツ
を
事
前
学
習
さ
せ
た
上
で
の
対
面
授
業
の
実
施
、
③
対
面
授
業
内

で
の
金
沢
市
環
境
局
職
員
に
よ
る
実
情
説
明
（
約
二
〇
分
）
の
実

施
、
の
三
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
に
「
環
境
保
全
の
ル
ー

ル
」「
環
境
思
想
へ
の
誘
い
」「
地
球
温
暖
化
の
仕
組
み
と
対
策
」
の

三
節
を
収
録
し
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
対
面
授
業
の
参
考
に
さ
せ
る
と

と
も
に
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
期
末
試
験
の
範
囲
に
入
れ
て
学
生

に
は
こ
れ
ら
を
必
ず
読
ま
せ
る
よ
う
に
し
た
。
現
在
は
こ
の
ス
タ
イ

ル
で
、「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
の
な
か
の
「
環
境
論
」
の
授
業
は

行
わ
れ
て
お
り
、
学
生
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
一
定
の
評
価

を
得
て
い
る
。

上
記
で
わ
か
る
よ
う
に
「
ゴ
ミ
の
出
し
方
」
は
そ
れ
と
し
て
授
業

が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
大
き
な
「
環
境
論
」
の
な
か
で
扱
わ
れ

て
い
る
。
こ
う
で
な
け
れ
ば
、「
マ
ナ
ー
教
育
」
は
単
位
取
得
す
る

大
学
の
授
業
に
は
な
ら
な
い
し
、
学
生
も
ま
た
受
け
入
れ
難
い
と
思

う
の
で
あ
る
。

５
．
お
わ
り
に

以
上
、「
マ
ナ
ー
教
育
」
を
単
位
化
し
た
と
よ
く
い
わ
れ
る
本
学

の
「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
の
実
態
と
、「
マ
ナ
ー
教
育
」
を
授
業

化
す
る
場
合
の
本
学
の
考
え
方
を
紹
介
し
て
き
た
。
も
っ
と
運
営
の

仕
方
や
学
外
か
ら
の
協
力
、
成
果
な
ど
に
も
触
れ
た
か
っ
た
が
、
既

に
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
紙
数
も
尽
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
ま
た
別
の

機
会
と
し
た
い
。
本
紹
介
が
、
読
者
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。
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